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●点 鐘・・・・・・・・坂之上 会長 

 ●ロータリーソング・・・奉仕の理想 

 ●高山中央ロータリークラブ職業倫理基準 

  

＜会長の時間＞ 会長 坂之上 健一 
皆さんこんにちは。 
通常の例会は 1 カ月ぶりとなり本日はプログラムが
目白押しとなっておりますので会長の時間は短めに
させて頂きます。 
本日のプログラムは「中間報告」となっております
ので私からは「ロータリー賞」の中間報告をさせて
頂きます。 
 本年度の「ロータリー賞」の内容は「人々をつな
ぐ」・「行動する」の二つのカテゴリーからなってお
ります。そして各カテゴリーの中から課題項目をそ
れぞれ５項目以上達成することでロータリー賞が受
賞できることとなっております。 
それではまず「人々をつなぐ」の中から【現在達成
されている項目】を説明します。 
（１） 少なくとも 5 名の会員からなる「会員増強

委員会」を設置し、その委員長を国際ロータ
リーに報告する。 

（２） 2018-2019 年度のクラブの会員維持率が
90％以上であり、これを維持する。 

（３） 女性会員 1 名の純増を達成する。 
（４） インターアクトクラブを提唱又は共同提唱

する。 
【達成可能項目】 
（１） 会員 1 名の純増を達成する。 
（２） 職業分類調査を実施し実情に沿った会員基

盤を築くために活動する。 

続いて「行動する」の中から【現在達成されている

項目】を説明します。 
（１） 少なくとも 5 名の会員からなる「財団

委員会」を設置し、その委員長を国際ロ
ータリーに報告する。 

（２） 年次基金への会員一人当たり平均１０
０米ドルとなる。 

（３） ロータリーのポリオ撲滅活動への募金
又は認識向上を目的とした行事を開く。 

（４） クラブで成功させたプロジェクトの情
報を Rotary.org に投稿する。 

（５） 奉仕プロジェクトに関与する会員数を
増やす。 

以上が今朝「ロータリー賞」受賞の進捗状況となっ
ております。まだ今期も折り返し地点に来たばかり
です。「ロータリー賞」はもちろん昨年度同様「ゴー
ルド賞」を取れるくらい頑張りたいと思っておりま
すので、どうか皆様協力を宜しくお願い致します。 
 

＜幹事報告＞     幹事 堀口 裕之 
◎RI本部より   ザ・ロータリアン誌 
◎国際ﾛｰﾀﾘｰ第 2630 地区ｶﾞﾊﾞﾅｰ事務所より 
・九州北部豪雨災害ご支援の御礼と報告 
・「復興フォーラム」へのご参加・登録のお願い 
日時：2020 年 3 月 21 日(土）～3 月 22 日（日） 

 会場：パルセ飯坂（福島市） 
・バギオだより 
・日本人親善朝食会登録のご案内 
 日時：2020 年 6 月 7 日 
 会場：ｼｪﾗﾄﾝ・ﾜｲｷｷ・ﾎﾃﾙ・ﾎﾞｰﾙ・ﾙｰﾑ 
 登録料：8,000 円 
・ガバナーナイト登録のご案内 
 日時：2020 年 6 月 7 日 
 会場：ﾓｰﾄﾝｽﾞ ｻﾞ ｽﾃｰｷﾊｳｽ 
登録料：15,000 円 

・12 月会員増強報告書 
・2020 年度会長エレクトセミナーのご案内 
 日時：3 月 14 日（土）～15 日（日） 
 会場：ひだホテルプラザ 
 登録料：20,000 円 
・青少年交換 2021-22 年夏季派遣学生募集ご案内 

◎国際ロータリー第 2630 地区直前ｶﾞﾊﾞﾅｰより 
 ・2018-2019 年度地区記録誌 
◎ロータリー米山記念奨学会より 
 ・ハイライトよねやま 238 
〇高山ロータリークラブより 
 ・例会変更のお知らせ 
  2 月 27 日（木）休会 定款により 
◀高山市教育委員会より▶ 
・平成 31 年度キャリア教育を考える会総会ご案内 
 日時：2 月 18 日（火）15:00～16:00 

◆会長  坂之上 健一   ◆幹事  堀口 裕之   ◆会報委員長 和田 良博  ◆会報担当 井之下 雄志 

 

 会員数 出席会員 出席 Make-up 出席率 

本 日 

1234 回 
56 名 55 名 47 名 － 85.45% 

前々回 

1232 回 
56 名 55 名 36 名 6 名 76.79% 

 

高山中央ロータリークラブ 

WEEKLY REPORT 

＜出席報告＞ 

WEEKLY REPORT 
2019～2020 年度 高山中央 RC 会長テーマ 

～「躍動！」～Move up 
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 会場：高山市役所 3 階 
◀飛騨地区生徒指導連携強化委員会より▶ 
・「令和 2 年版 あったかい言葉かけ運動カレンダ
ー」配布について 
◀叙勲褒章受章祝賀会発起人より▶ 
 ・叙勲褒章受章祝賀会について 
  日時：2020 年 1 月 27 日（月） 
  会場：高山グリーンホテル 2階「天山の間」 
  会費：10,000 円 
◀高山市民憲章推進協議会より▶ 
 ・令和 2年度 花の種・苗の申込のご案内 
◀会報▶ 
 ・美濃加茂 RC ・下呂 RC ・高山 RC 
◀年賀状▶ 
・（株）オクトン ・（株）栗本生花店 
・(有)第一工芸 ・卯木 ・斐太バス(株) 
・(有)銀風   ・高山青年会議所 
＊ロータリー財団表彰＊ 

ポール・ハリス・フェロー 堀口 裕之 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ポール・ハリス・フェロー マルチプル 
              坂之上 健一 
ポール・ハリス・フェロー マルチプル２  

平林 英一 
               伊藤 正隆 

 三枝 祥一 
                山本 辰男 
 

＜入会式＞ 
                

新会員 葛谷 嘉久 
生年月日 S46 年 2月 4日 
勤務先  
西之一色内科ｸﾘﾆｯｸ 院長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜クラブアッセンブリー＞ 
●クラブ管理運営委員長・・・高原 清人 

上期活動報告書 
基本方針としましては、
高山中央未来委員会、研
修情報委員会、創立30周
年準備委員会を統括し
サポートを行う。 
活動計画としまして高
山中央未来委員会では、
先の規定審議会による

定款変更を踏まえ、中長期的な当クラブの管理、運
営が良好に遂行できるよう、クラブ定款並びに RI 定
款に基づき、細則・内規の良好な運用を促進するた
めの議論を委員会内で行っております。次年度には
運営、活用ができるよう、理事会上程に向け、鋭意
進めております。次に研修情報委員会におきまして
は、本年「クラブ研修リーダー」なるものを拝命し
たことにより会員の皆様にご理解を深めていただき
たいと思い、「クラブ研修リーダーの役割と実践」を
テーマとした例会を持たせていただきました。今後
は新会員加入もあり、IDM 開催に向け計画を練って
いきます。 
最後に 30 周年準備委員会は、30 周年記念事業に向
け、2 回目のミャンマーへの視察を実施いただいた
「報告例会を」企画しております。果たしてミャン
マーへの支援は記念事業と成りうるのかも含め、会
員の皆様のご意見をいただきたいと願っております。
今後は委員会内で議論を重ね、当クラブらしい 30 周
年の在り方を模索していきます。 
 
●クラブ奉仕委員長・・・伊藤 正隆 

 
＜親睦活動委員会＞          
委員長 高木 純 
上期活動報告 
7 月 29 日（月） 山陣に
て 納涼ゆかた例会 36 名
の出席 
12 月 23 日（月） 銀風に
て 忘年例会 37 名の出席 

1 月 20 日 (月） ひだホテルプラザにて 
新年家族例会 会員 40 名 夫人 8 名 
二木さんのお子様も出席して頂き家族例会になりま
した。委員長の直井さんが退会され残念でした。 
下期活動予定 その他 
2 月 1 日（土）飛騨総社でお祓 山陣にて節分例会 
オークションも行いますので多数出品してください。 
5 月 25 日（月） 銀風にて 新緑例会を予定 
 
＜友好クラブ交流委員会＞ 委員長 橋本 修 
上期活動報告 
「高山中央 R.C.&平塚湘南 R.C.」交流会について 
令和元年 9月 8 日(日)  
17:00 平塚湘南 R.C 御一行様ﾎﾃﾙ到着予定 
 宿泊先：ﾌｫｰｼｰｽﾞﾝ お出迎え(橋本)(中田一) 
18:00 懇親会(寿楽久) 
 中央 R.C.9 名 平塚湘南 R.C.7 名出席 
令和元年 9月 9 日（月）12：30  
 例会出席（ひだホテル）ｽﾋﾟｰﾁを頂く 
＊2020 年度は両ｸﾗﾌﾞ共創立 30 周年の期であります
が剱田廣喜氏が 2度目のｶﾞﾊﾞﾅｰとなり、11 月に予定
されている地区大会についても協議されました。 
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下期活動報告 その他 
・30 周年記念式典、事業などお互いに情報を共有し、
有意義な交流が実施出来る様協議する。 
＜会報委員会＞    委員長 和田 良博 
上期活動報告 
会報委員長の今井俊治さんが突然の逝去されまして
急遽、副委員長から委員長に成りました。又副委員
長には田中雅昭さんに依頼しました。事務局にスケ
ジュールの変更を依頼し淡々と進められるようにし
ております。毎回の会報は何とか事務局や堀口幹事
の協力により提出できております。 
下期活動報告 
皆様の協力により無事に毎回の会報が出来るよう願
います。 
＜広報雑誌 IT 委員会＞ 委員長 岡崎 壮男 
上期活動報告 
１．元年 9 月 9日例会でグループディスカッション

を行い、今までどうりの活動で良いという方が
3 分の１で、もっと活動を PR したほうが良いと
いう方が 3分の 2でした。 
PR の方策として、さるぼぼ、ブレス記事にして
もらう、ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸに投稿する、HITSFM を利用す
る、市民参加型イベントを開催する等の案がで
ました。 

２．ロータリーの友、ガバナー月信の記事の内容を
紹介する。 

３．元年 8 月開催した親子体験教室について、新聞
社に取材していただき紙面に記事を掲載してい
ただきました。 

下期活動予定 
１．2 年 2 月中旬、高山 3 ｸﾗﾌﾞ合同で高山市民時報

紙にロータリー特集号を掲載する。 
２．2 年 6 月に開催される青少年奉仕委員会の出前

講座について新聞社に取材してもらうよう依頼
する。 

＜出席／プログラム委員会＞ 
          委員長 津田 久嗣 
当委員会は、半期に於いて例会の出席向上を目指し、
例会の出席報告とスケジュールボードの記入を行っ
てきました。11 月には、地区大会報告例会を行いま
した。残り半期に於いては 3 月・4月・6月の例会を
担当しておりますが多数の出席をお願い致します。 
 
●会員維持増強/会員選考/職業分類委員会 
      統括理事兼委員長 田中 雅昭 
 

今年度の活動経過報告
と今後の活動計画を報
告いたします。 
基本方針１.魅力あるク
ラブでなければ入会も
なく維持もできない。 
２.ともに活力あるクラ
ブに向かって、さらに飛
躍・邁進しましょう。 

以上の基本方針に基づいて報告いたします。 
<活動報告> 
令和 1 年 8 月 19 日(月)の例会にて「増強活動等の
DVD 鑑賞を行う。」という計画に対し、RI 会長のマー
ク・ダニエル・マロニー氏のメッセージ DVD 鑑賞と、
RI 会員増強資料に基づきプレゼンを行ない、会員増
強の意義を共に確認しました。 
1 月 27 日現在新会員 2 名増、退会会員 2名となって

います。今年度はさらに 3 名の会員増を目指してま
いります。 
<活動計画> 
令和 2 年 2 月 17 日(月)の例会にて、会員基盤の発
展に努力した人を表彰し卓話を頂く予定です。又職
業分類委員会として職業分類一覧表を確認し、適正
な分類の確認を行います。 
ロータリーの一番大切な財産は会員です。堅固な会
員基盤があれば、クラブに活気がもたらされ、クラ
ブの存在感が高まり、地域社会でのロータリーの奉
仕力がさらに高まります。これまで以上に多くの事
を達成する為の会員数を増やしましょう。 
 
●職業奉仕委員会  統括理事 永井 信次 
 

令和 1 年 12 月 2 日開催 
年 1回 
チャーターメンバーの後
継者三名 島宗平氏、剱
田豊氏、溝際清太郎氏を、
お招きし、仕事に対する
考え方と取り組みを中心
としながら、三者三様、
それぞれに父君の印象を、

色濃く受け継ぐ流石のスピーチを、頂きました。 
今すぐとは云えませんがそれぞれが今後の経営活動
の中でタイミングを図って入会が叶えばと切望しま
す。 
その他のメンバーにおかれましても結構に年を重ね
られていますので今後計画たてて頂き会員を引き継
ぐなりお二人で会員登録していただくなり会員増強
にご協力頂ければ幸いでございます。 
 
●奉仕プロジェクト委員長  

統括理事 下田 徳彦 
【活動報告】8 月 3 日に
高山工業高校にて夏休み
親子体験教室を実施。午
前午後各 25 組(計 50 組)
の小学生高学年親子対象
にからくり箱を制作。祭
屋台の代表的技法である
「木工」「彫刻」「彩色」の
3部門の技法を体験し、飛
騨の伝統の技と、ものづ

くりの面白さを知っていただいた。 
 
社会奉仕委員会 委員長 長瀬 栄二郎 
【活動報告】9 月 2 日 NPO 法人 まちづくりスポ
ット 専務理事 田辺友也様の卓話。まちスポ飛騨
高山の設立の経緯～役割～活動紹介、 
交流スペースとして全国にも広がっていることを報
告いただいた。 
【今後の予定】４月 6 日 卓話例会（講師未定） 
 
米山奨学委員会  委員長 前越路子 
【活動報告】10 月 21 日 米山奨学生 ホ ヴァン 
フォンさんの卓話。中京学院大学経営学部で財務を
学ぶ中で、株に興味を持った。株についてベトナム
の現状報告と合わせながら、不動産投資をしている
話。失敗を恐れず何事にもチャレンジする決意を語
っていただいた。 
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【今後の予定】5月 18 日 前米山奨学生のレバンチ
君の近況報告 
ロータリー財団委員会 委員長 下田徳彦 
【活動報告】11 月 11 日 2630 地区 R財団部門 
ポリオ・プラス委員会 故金正司委員長の卓話。 
11月はロータリー財団月間であり10月 24日には世
界ポリオデーに合わせたイベントが開催された。ポ
リオ根絶にむけてのポリオの現状について語ってい
ただいた。 
【今後の予定】令和 2 年 3 月 15 日 雫宮祭に合わ
せて、3RC 合同のポリオ募金を開催予定 
 
国際奉仕委員会 委員長 植木眞吾 
【活動報告】12 月 9 日 岐阜県多文化共生推進員 
糸田恵子さんの卓話 
高山在住の外国人が幸せに暮らせるように支援活動
をしている。親について日本にきた子供を対象に日
本語教室で勉強を支援。文化の違う人々との多文化
共生を推進。 
【今後の予定】令和 2 年 2月 10 日 村瀬祐治 
米山奨学委員長の卓話 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜ニコニコＢＯＸ＞ 
この度の病気につきましては、ロータリークラブ皆
様方より一方ならぬご心配とお気遣い頂きまして誠
にありがとうございました。昨年 8 月左下腹部に突
然、突起物が見つかり当初は「ヘルニア」との診断
を受け安心しておりましたが、色々な検査及び腹腔
手術等をえて出た結果が、50 万人から 100 万人に一
人の割合で発生する稀な疾患である。また、原因は
全く不明である難病ですとの事でした。国内で手術
の出来る病院は三カ所で一番近い滋賀県にある草津
総合病院でする事になりました。12 月 20 日に入院
23 日に手術。当初は 7時間の予定でしたが、トレー
ニングの十分されたチームによる手厚い医療集団の
お蔭で 5 時間で無事終りました。上部の方までの広
がりはなく最悪のシナリオは避けることが出来まし
たが、胸骨から恥骨までの 36 針は金具が光ってい
て、まさにファスナーその物でした。合併症の心配
は無くなったとは言え体力の衰えと腸関係のからみ
もありまだまだ復帰には程遠いところもあります。
今後は焦らずボチボチと行きますので気長にお願い
致します。尚、会長さんを始め会員の皆様には遠方
まで足を搬んで頂きました事あらためてお礼申し上
げます。ありがとうございました。 
                   橋本 修  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
   
葛谷先生の入会おめでとうございます。クラブ活動
を通じて感を磨いて下さい。 

周 信夫  
先日は妻の誕生日に花を頂きありがとうございます。 
また、家族例会では子供と参加させて頂きました。
色々ご迷惑をお掛けしました。  

二木 公太郎 
  

週末は富山へパラサイトとフォード対フェラーリ、
映画 2 本立てで見てきました。個人的にはホテルよ
り映画館が欲しい今日この頃です。  

鶯塚 英雄  
 
12 月末までで 32万集まりました。目標金額は 60 万
ですのでご協力をお願い致します。 

道下委員長 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 月のお祝い 
〈会員誕生日〉 

 渡辺 甚一   S32 年 1月 1 日 

和田 良博  S26 年 1 月 11 日 

足立 常孝  S27 年 1 月 15 日 

西倉 良介  S30 年 1 月 18 日 

周 信夫   S38 年 1 月 23 日 

高殿 尚   S38 年 1 月 23 日 

高木 純   S33 年 1 月 30 日 

都竹 太志  S40 年 1 月 30 日 

中田 学   S39 年 1 月 31 日 

 

〈夫人誕生日〉 

山本 辰男   克子 1 月 2 日 

二木 公太郎 奈美 1月 8 日 

清水 幸平   洋子 1 月 14 日 

高殿   尚    知子 1 月 29 日 

 

〈結婚記念日〉 

剱田 廣喜  S49 年 1 月 24 日 

渡辺 修治  S54 年 1 月 26 日 

 

 

 

橋本 修   

おめでとうございます 


